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成果概要 

【目的】 

肺癌のアロマターゼ（エストロゲン合成酵素;CYP19A1)過剰発現型変異を同定し、抗エ

ストロゲン療法という新たな分子標的個別化療法の確立を目指す。 

 

【達成目標】 

肺癌における、ゲノム再編成(欠失、逆位、重複)に起因する CYP19A1 過剰発現例の同

定。 

 

【活動実績】 

肺癌症例 17 例から肺組織を収集し、遺伝子発現解析を行った。また、6 例について、

比較ゲノムハイブリダイゼーション解析を行い、多種多様なゲノム再編成を検出した。

この変異の中から、エストロゲンシグナルに関わる変異の抽出中である。 

今後も順次症例を増やし、解析を進めていく予定である。 

 

また、ゲノム再編成(欠失、逆位、重複)を検出するため、下記の変異アッセイ系を確

立した。 

1.重複の検出：5’-RACE（Rapid Amplification of 5’ cDNA End）法 

2.欠失、重複の検出：デジタル PCR を用いた変異解析アッセイを確立した。 

 

H27では変異解析のためのアッセイを確立したので、H28は、症例のさらなる追加、お

よび、変異解析を順次実施していく予定である。 
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